
秩父市議会だより

一 般 質 問◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

（13）平成29（2017）年11月10日

　

市
の
婚
活
支
援
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
考
え
方
は
。

　

現
状
は
社
会
福
祉
協
議
会
で
結

婚
相
談
業
務
を
月
一
回
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
年
２
回
程
度
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
結
婚
相
談
業
務
で
は
、

民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
結
婚
相
談
員

に
協
力
を
頂
き
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
。
結
婚
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
参

加
費
を
集
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
貸
し

切
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
現
状
の
課
題

は
、
女
性
参
加
者
が
男
性
参
加
者
の
半

数
程
度
し
か
集
ま
ら
な
い
こ
と
や
参
加

者
の
流
動
性
が
少
な
い
た
め
カ
ッ
プ
ル

と
し
て
成
立
し
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
考
え
方
と
し
て
は

移
住
政
策
の
一
環
と
し
て
婚
活
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
今
年
中
に
豊
島
区
と
秩
父

市
の
若
手
職
員
同
士
で
モ
ニ
タ
ー
婚
活

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
今
後
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
や
婚
活
支
援
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
精
査
を
進
め
て
い
く
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
力
し
た
婚
活
支

援
の
導
入
の
考
え
は
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
利
用
す
る
に
は
、

地
元
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
る
必

要
が
あ
り
、
運
営
事
業
費
も
相
当
な
金

額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
近
く

　

飯
能
市
で
は
、
遠
隔
手
話
・
筆

談
・
音
声
認
識
機
能
を
備
え
た
専
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
、
聴
覚
障
が

い
者
の
窓
口
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る
。
音
声
認

識
機
能
は
多
言
語
通
訳
も
で
き
、
２
７

か
国
の
外
国
人
来
庁
者
に
も
対
応
で
き

る
。
更
に
、
自
宅
や
外
出
先
か
ら
、
自

分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の

テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
使
い
、
障
が
い

者
・
手
話
通
訳
者
・
職
員
の
３
者
が
つ

な
が
っ
た
状
態
で
会
話
が
で
き
る
。
こ

の
代
理
電
話
支
援
で
、
救
急
車
の
要
請

や
火
事
の
通
報
・
警
察
、
病
院
へ
の
緊

急
連
絡
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し

て
１
１
０
番
や
１
１
９
番
に
連
絡
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。利
用
者
か
ら
は「
窓

口
に
行
き
や
す
く
な
っ
た
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
市
で
の
導
入
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
や
外
国
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
も
有
効
と
考

え
ら
れ
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
先
行

す
る
事
業
と
の
整
合
お
よ
び
費
用
対
効

果
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

　

乳
腺
の
密
度
が
高
い
た
め
に
、
乳

が
ん
が
あ
っ
て
も
見
つ
け
に
く
い
「
高

濃
度
乳
腺
」
の
方
へ
通
知
が
必
要
で
は
。

　

集
団
検
診
の
委
託
先
へ
県
医
師

会
よ
り
「
受
診
者
に
告
知
す
る
必
要
は

な
い
」
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
集
団
検
診
で
の
通
知
は
控
え
て
い
る
。

個
別
検
診
受
診
者
で
、
高
濃
度
乳
腺
の

方
に
は
、
結
果
通
知
書
に
コ
メ
ン
ト
を

入
れ
て
い
る
。
国
で
も
通
知
方
法
を
検

討
し
て
い
る
。「
指
針
に
つ
い
て
の
情

報
」
を
収
集
し
な
が
ら
、
秩
父
郡
市
医

師
会
や
、
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

飯
能
市
聴
覚
障
害
者
支
援
事
業
チ
ラ
シ

開
設
予
定
の
東
京
事
務
所
の
動
向
を
見

定
め
つ
つ
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

市
の
職
員
で
防
災
士
の
資
格
の
取

得
者
は
。
資
格
取
得
の
推
進
お
よ
び
補

助
は
。

　

防
災
士
の
資
格
者
は
市
内
で
は
22

人
の
方
が
認
証
さ
れ
て
い
る
が
市
の
職

員
が
認
証
さ
れ
て
い
る
か
は
把
握
し
て

い
な
い
。
有
益
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

資
格
助
成
制
度
よ
り
も
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
進
め
る
。

◎
要
介
護
の
改
善
を
評
価
す
る
仕
組
み

防
災
士
研
修
の
案
内

婚
活
支
援

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
で

聴
覚
障
が
い
者
窓
口
支
援

●
検
診
時
の
高
濃
度
乳
腺
の
通
知

公
明
党　

大お
お
く
ぼ

久
保　

進
す
す
む

公
明
党　

福ふ
く
い井　

貴た
か
よ代

●�

防
災
士
の
現
状
と
資
格
取
得

の
際
の
補
助
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桜
木
通
線
・
永
田
通
線
の
整
備
は

交
通
の
円
滑
化
だ
け
で
は
な
く
、防
災
・

減
災
の
面
か
ら
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

　

来
年
度
よ
り
20
年
先
を
見
込
ん
だ

「
秩
父
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
行
い
、
こ
の
中
で
中
心
市
街

地
の
活
性
化
や
防
災
・
減
災
等
を
考
慮

し
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
た
め
、
桜
木
通
線
・
永
田
通
線
な
ど

既
成
の
都
市
計
画
道
路
の
検
証
と
合
わ

せ
、
新
規
に
都
市
計
画
道
路
と
す
べ
き

路
線
に
つ
い
て
も
、「
宮
地
～
横
瀬
線
」

を
含
め
、
検
証
し
て
い
く
。

　

県
で
行
う
事
業
に
は
積
極
的
に
協

力
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
。

　

今
後
も
積
極
的
に
協
力
し
連
携
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

西
関
東
連
絡
道
路
と
関
連
し
て
長

尾
根
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
計
画
が
あ
る
が

交
通
解
析
を
行
い
、
市
内
の
整
備
路
線

を
定
め
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
。

　

交
通
解
析
を
行
い
今
後
の
道
路
整

備
の
基
本
と
し
た
い
。

　

観
光
客
の
往
来
す
る
街
路
は
、
路

面
の
整
備
は
も
と
よ
り
緑
化
も
推
進
し

た
ら
ど
う
か
。

　

緑
化
を
視
野
に
い
れ
て
検
証
し
、

最
近
は
中
心
市
街
地
に
も
観
光
客
が
多

く
み
ら
れ
る
の
で
、
人
に
や
さ
し
さ
を

感
じ
さ
せ
る
「
お
も
て
な
し
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
。

　

実
行
計
画
の
作
成
は
職
員
が
行
う

た
め
、
特
に
技
術
職
員
は
適
材
適
所
の

人
事
配
置
が
必
要
で
は
。

　

技
術
職
員
の
場
合
、
定
期
的
な
人

事
異
動
で
は
な
く
、
事
業
の
継
続
性
・

経
験
・
専
門
的
技
術
の
習
得
な
ど
を
考

慮
し
、
実
施
し
て
い
く
。

　

27
年
度
、
新
教
育
委
員
会
制
度
が

導
入
さ
れ
、
市
長
が
主
催
す
る
「
総
合

教
育
会
議
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
開
催
状
況
等
は
。

　

27
、
28
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
４
回
、

29
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
２
回
開
催
し
て

い
る
。
毎
回
、
市
長
、
教
育
長
、
教
育

委
員
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
充
実
し
た
議
論
の
場
に
な
っ
て

い
る
。
29
年
度
は
、
放
課
後
児
童
対
策
、

教
育
相
談
の
充
実
、
就
学
前
教
育
、
伝

統
文
化
を
大
切
に
す
る
教
育
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
。
教
育
総
合
会
議
に
お

け
る
協
議
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
と
市

長
部
局
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
教
育

大
綱
の
策
定
、
学
力
向
上
の
取
組
み
は

も
と
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

の
推
進
、
発
達
障
が
い
支
援
体
制
の
整

備
等
、
教
育
行
政
の
推
進
に
対
す
る
成

果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
設
置
の
意
義
は

大
き
い
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
公
表

さ
れ
た
が
、
市
の
小
中
学
校
の
状
況
は
。

　

小
学
６
年
生
の
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ

は
、
全
国
及
び
県
の
平
均
を
上
回
る
正

答
率
で
、
算
数
Ａ
は
、
県
の
平
均
を
上

回
る
正
答
率
だ
っ
た
。
中
学
３
年
生
で

は
、
数
学
を
中
心
に
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
授
業
改
善
な
ど
の
効

果
が
表
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

医
学
生
等
の
奨
学
金
の
状
況
と
今

後
の
方
針
は
。

　

今
ま
で
に
２
人
に
貸
し
付
け
て
い

る
。
貸
付
期
間
の
１
・
５
倍
の
期
間
を

市
立
病
院
及
び
大
滝
国
民
保
健
診
療
所

で
勤
務
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
１
人
は
、
19
年
４
月
か
ら
２
年
間

で
４
８
０
万
円
、
３
年
間
の
勤
務
義
務

が
あ
る
。
も
う
１
人
は
、
22
年
４
月
か

ら
６
年
間
で
２
１
６
０
万
円
で
、
９
年

間
の
勤
務
義
務
が
あ
る
。
来
年
度
か
ら

新
専
門
医
制
度
が
始
ま
る
の
で
、
現
在

は
募
集
を
控
え
て
い
る
。

「
秩
父
市
の
教
育
」

永田通線

活
力
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り

教
育
行
政

サ
ン
ラ
イ
ズ
秩
父　

落お
ち
あ
い合　

芳よ
し
じ
ゅ樹

サ
ン
ラ
イ
ズ
秩
父　

冨と
み
た田　

俊と
し
か
ず和

●
都
市
計
画
道
路
の
整
備
推
進

●
実
行
計
画
の
作
成
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行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
は
。

　

28
年
に
改
訂
し
た
行
財
政
改
革
大

綱
は
、「
主
要
な
施
策
の
成
果
報
告
書
」

の
裏
面
に
記
入
し
た
改
善
提
案
を
「
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」
と
し
て
位
置
付
け
、

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
大
綱
実
現

の
具
体
的
な
取
組
計
画
と
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗
状
況
は
。

　

す
べ
て
の
公
共
施
設
等
の
個
別
計

画
を
32
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
中
で
施

設
の
再
編･

再
配
置
等
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
も
含
め
具
体
的
に
取
組
ん
で
い
く
。

　

計
画
作
成
は
大
事
だ
が
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
、
で
き
る
所
か
ら
早
急
に
や

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

確
か
に
遅
れ
て
い
る
の
で
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
の
活
用
は
。

　

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
学
習
観

光
・
知
的
観
光
に
ひ
と
味
加
え
た
新
し

い
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
依
頼
の
需
要
も
増
加
し
て
い
る
。

登
山･

ハ
イ
キ
ン
グ
も
新
た
な
ジ
オ
サ

イ
ト
・
自
然
サ
イ
ト
の
発
見
な
ど
体
感

で
き
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
魅
力
的
だ

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
若
者
が
も
っ
と
活
躍

で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
包
括
的
な

若
者
政
策
が
必
要
で
は
。
市
の
若
年
層

の
転
入
転
出
の
傾
向
と
要
因
に
つ
い
て
、

全
国
各
地
で
推
進
が
始
ま
っ
て
い
る
若

者
政
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　

15
～
39
歳
の
転
入
者
が
転
出
者
を

上
回
る
転
出
超
過
数
は
20
～
24
歳
が
一

番
多
く
15
～
19
歳
が
続
く
。
進
学
や
就

職
の
転
出
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
上
の
世
代
は
転
出
超
過
数
が
落
ち

着
く
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
一
定
期
間
都
会
暮
ら
し
を
経
験
し
た

上
で
何
と
な
く
将
来
へ
の
不
安
や
都
会

の
生
き
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
25
～
30

代
の
若
者
に
対
し
て
、
早
い
段
階
か
ら

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
政
策
は
一

定
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

16
～
64
歳
と
い
う
年
代
は
、
義
務
教
育

と
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
政
策
の
間
に

あ
り
、
い
ま
ま
で
は
就
職
、
結
婚
、
子

育
て
と
い
っ
た
各
シ
ー
ン
で
個
々
の
施

策
の
対
象
と
な
る
の
み
で
、
総
体
的
に

若
者
と
い
う
年
代
を
区
分
し
政
策
を
打

つ
団
体
は
ご
く
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
若

者
自
ら
が
解
決
で
き
な
い
問
題
が
表
面

化
し
、
若
者
の
市
政
参
加
を
促
し
社
会

的
自
立
を
促
す
仕
組
み
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

30
年
度
に
国
保
制
度
始
ま
っ
て
以

来
の
大
改
革
を
控
え
て
い
る
が
、
ど
れ

く
ら
い
の
金
額
を
一
般
会
計
か
ら
法
定

外
繰
入
す
れ
ば
、
現
行
の
保
険
税
額
に

抑
え
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
だ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
段
階

だ
が
今
時
点
で
５
億
３
０
０
０
万
円
く

ら
い
か
と
考
え
て
い
る
。

秩父市の転入超過数（転入－転出）（28年２月内閣官房資料より）

と
思
う
。
登
山
ガ
イ
ド
や
山
岳
ガ
イ
ド

等
の
確
保
に
加
え
て
、
商
品
化
の
可
能

性
な
ど
、
協
議
会
事
務
局
の
お
も
て
な

し
観
光
公
社
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

　

議
会
・
議
員
と
の
連
携
は
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
市
が
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場
合
に
お
い

て
市
議
会
と
し
て
議
員
が
災
害
対
策
本

部
と
連
携･

協
力
の
も
と
、
被
害
の
拡

大
防
止
や
災
害
復
旧
等
に
協
力
し
て
も

ら
え
ば
防
災
担
当
と
し
て
心
強
い
。

◎
長
期
財
政
見
通
し
と
財
政
プ
ラ
ン

浦山地域から行けるサザレ石とブナの原生林

秩
父
市
の
行
財
政
改
革

清き
よ
の野　

和か
ず
ひ
こ彦

若
者
政
策

●
国
民
健
康
保
険

市
民
の
会
・
絆　

浅あ
さ
う
み海　

　

忠
た
だ
し

●�

ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
を
活
用
し

た
観
光
振
興
と
地
域
振
興

●�

災
害
時
に
お
け
る
議
会
・
議

員
と
の
連
携
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委
員
長　
　

木　

村　

隆　

彦

副
委
員
長　
　

大　

久　

保　

進

委　
　

員　
　

江　

田　

治　

雄

　
　

〃　
　
　

清　

野　

和　

彦

　
　

〃　
　
　

赤　

岩　

秀　

文

　
　

〃　
　
　

出　

浦　

章　

恵

　
　

〃　
　
　

髙　

野　
　
　

宏

　

短
く
感
じ
ら
れ
た
夏
が
過
ぎ
、
過
ご

し
や
す
い
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
人
恋

し
い
秋
と
も
言
い
ま
す
が
、
お
気
に
入

り
の
本
を
見
つ
け
て
読
み
ふ
け
る
の

も
楽
し
い
時
間
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
皆
さ
ん
に

届
く
頃
に
は
こ
た
つ
が
出
さ
れ
、
つ
い

井
戸
寝
を
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
何
と

も
心
地
良
い
も
の
で
す
よ
ね
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
頃
に
は

秩
父
夜
祭
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
太
鼓
の
練
習
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ

え
て
く
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

一
年
が
過
ぎ
る
の
を
と
て
も
早
く
感

じ
る
の
は
年
を
重
ね
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
季
節
の
変
わ
り
目
、
皆
さ
ん
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
編
集
委
員
会
で
は
、
皆

さ
ん
に
親
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月　

出
浦　

章
恵 

記

編

集

委

員

編

集

後

記

９月定例会の最終日に、議員提出議案の決議が審査され、下記のとおり可決されました。

　

傍
聴
さ
れ
る
際
に
、
特
別
な
手
続
き
や
事
前
の
予

約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
本
会
議
当
日
に
、
本
庁
舎
４
階

の
「
傍
聴
受
付
」
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
傍
聴
券
へ

必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

傍
聴
席
へ
の
ご
案
内

４．傍聴席は全部で
41席（一般席）あり
ます。

３．傍聴席の入り口
は、「傍聴受付」の
左奥にあります。

２．エレベーターを
降りると左側に「傍
聴受付」があります。

１．エレベーターで
４階まで上ります。

　北朝鮮は９月３日、昨年９月に続いて核実験を強行した。北朝鮮は「ＩＣＢＭ（大陸間弾道ミサ
イル）搭載の水素爆弾の実験を成功させた」と主張している。北朝鮮の核実験は、今年だけでも13
回行った弾道ミサイル発射とともに、世界と地域の平和と安全にとって重大な脅威であり、累次の
国連安保理決議、６カ国協議の共同声明、日朝平壌宣言に明白に違反する暴挙である。それは、国
際社会が追求している「対話による解決」に逆行する行為であり、核兵器禁止条約の採択など「核
兵器のない世界」を求める世界の大勢にも逆らうものである。本議会は、この暴挙を糾弾し、強く
抗議するものである。
　いまの最大の危険は、米朝両国の軍事的緊張がエスカレートするもとで、当事者たちの意図にも
反して、偶発的な事態や誤算などによって軍事衝突が引き起こされる現実の可能性が生まれ、強まっ
ていることにある。万が一にもそうした事態が引き起こされるならば、日本もその深刻な被害を免
れることはできない。おびただしい犠牲をもたらす軍事衝突は、絶対に回避しなければならない。
８月29日の国連安保理議長声明は「対話を通じた平和的で包括的な解決」を加盟国に呼びかけてい
る。
　よって本議会は、北朝鮮に対して、これ以上の軍事的な挑発を直ちに中止するよう強く求めると
ともに、対話による解決を要望する。

平成29年９月26日　秩父市議会　　

北朝鮮の核実験に強く抗議し、米朝対話による問題の平和的解決に関する決議

⇦ ⇦ ⇦


